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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・嶋　龍太郎様～継続指示ジアゼパム(5) 1T 7回分処方となっている。
・佐藤　セツ様～便秘時センノシド(12) 2T 7回分処方となっている。
・小澤　和子様～便秘時センノシド(12) 2T 7回分処方となっている。

・澤口　利香様～本人希望にて、朝・昼を粥 (普通粥) 。夕をパン（菓子パン可） に変更となる。
・遠嶋　剛様～馬渡医師から、家族が許可するのであれば外泊okとのこと。
　　　　　　　本人から妻に電話し、10/11 10:00～ 10/12 11:00までの外泊予定となり、電子カルテで申請している。
＜入院・入室状況＞
・小泉　裕子様～東病棟Aユニットへ医療保護入院。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開錠後、しばらく臥床して過ごすが、部屋を飛び出し他室侵入繰り返す為、早めの開放観察終了としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。解除中の迷惑行為、危険行為なし。拘束部位の循環障害はない。拘束中はスタッフコール頻回で、拘束の必要性に理解乏しい。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。午前・午後1時間の拘束一時解除実施。改めてルールの説明を行うが素直に聞きれる事出来ており、対応穏やか。自室で私物の整理を行い、問題行動はない。再拘束もスムーズ。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・三浦　久司様～食事は各食全量摂取されている。不調の訴えや点滴トラブルは見ら
れず。バイタルサインや身体不調の訴えや異常はない。
・若沢　理子様～ホールや自室でぼんやり立ちつくしているが、身体の不随意運動はなし。危険行為、迷惑行為はない。監視カメラを気にした発言あるが、対応は穏やか。
・木村　格治様～各食数口～1/3摂取。腹部不快感の訴えはないが、活気なく臥床して過ごす。弱気な発言聞かれている。スタッフ対応穏やか。内服拒否なくスムーズ。
・島　龍太郎様～対面時は穏やかで介入時の不穏さなし。作業療法は渋々説明に応じ
作業へ行かれている。14：40苛々時の頓服服用している。頓服の
服用理由」につては「イライラして・・・」と言われているも
喫煙に関しての訴えは聞かれず。
・飯田　修子様～状態落ち着いているにも関わらず、頓服希望あり。説明は聞き入れる事出来ており、不穏さはなく礼節も保たれている。他者とのトラブルもない。
＜安ヶ平Dr診察情報＞

・和田　昌様～作業療法に参加したいと訴えあり。主治医より作業療法参加の許
可あるが、階段の昇降運動や歩行時のふらつきがある場合は作業
参加を中止しても構わないとの事。スミルスチック1本処方。
・藤井　崇史様～就床前薬服用後1時間くらいで眠くなると訴えありセパゾン（2）
→ロラゼパム（0.5）へ変更し、次回の定期薬よりロラゼパム（0.5）3Tが中止となる。スミルスチック1本処方。
・河原木　泰志様～診察に対し拒否あり。訪室時、唸り声聞かれているも迷惑行
為は見られず。処方変更はなし。
・寺地　徳和様～日赤病院からの持参薬は10/7定期処方へ切り替えていく。
　　　　　　　　センノシドが次回定期より追加となっている。今後は船場Drにも見て頂く事となっている。
＜新入院患者様情報＞
氏名：小泉　裕子（こいずみ　ゆうこ）様

　生年月日：昭和41年6月1日（54）

　病名：統合失調症

　　　性別：女性

　　主治医：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　　　病棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

23歳頃より、砂嵐のテレビを観て笑っていることや姉の子供(当時1歳)へのいじめが

あり、姉から父へ受診させた方がいいのではと話をしたことがあったとのこと。詳細

時期不明であるが、自分の部屋を綺麗にすると話し、自室に放火したことがあった。

その後、八戸赤十字病院受診し、3ヶ月程度入院。自宅へ退院後は、通院を続けたが、

数年後に再度入院。その後、入退院を繰り返している。3～4年前から、姉が実家に戻

ってきていた。その後、本人様がリストカットし救急車で外科へ搬送。2～3ヶ月程入

院したが、その際は精神科では診てもらうことが出来なかったとのこと。自宅へ引き

こもる生活を送っていた。「島根県に行かなければならない」「きりこ姉さん、ゆう

じ君が殺される、助けなければ」と話し、家を出るため荷造りを始め「迎えが来る」

と話すこともあった。また、「神様が～」「水が合わない」等の発言も聞かれていた。

R2.7.22、上記状態持続しており、本人様が交番へ行き「姉に殺される」「私の薬を管

理している」「何も教えてくれない」と訴えたため警察官が介入。同日同院2回目の

医療保護入院となっていた。入院後、幻覚妄想状態は持続しているが、危険行為はな

い。以前にも荷物を持って駅まで行き、詳細不明との事だが警察介入を受け、姉の職

場へ連絡が入ることがあった。また、偏食で毎日夜にポテトチップスを食べる、夜に

頻回(15回程)にトイレに行く、手を頻回に洗う等の行動見られていた。泌尿器科受診

を勧めるが「～の神様でなければ治らない」等の返答聞かれていた。今後、自宅への

退院は厳しいとされ、施設入所が検討され、症状改善・環境調整目的で八戸赤十字病
院から当院へ転入院(医療保護入院)となる。
　※洗濯　　　：家族洗濯

　※売店　　　：家族差し入れのみ（おやつの在庫があっても、ないと言ったりして要求することが多いため注意）
　
